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第　13 号

編集・発行／周防大島文化交流センター

山口県大島郡周防大島町

平成17年３月

平　
成　
十　
六　
年　
五　
月　
十　
八　
日　
、　
周　
防　
大　
島　
出　
身　
の　
民　
俗　

学　
者　
・　
宮　
本　
常　
一　
（　
一　
九　
〇　
七　
〜　
八　
一　
年　
）　
の　
関　
連　
資　

料　
展　
示　
室　
と　
体　
験　
学　
習　
室　
（　
図　
書　
室　
）　
を　
兼　
ね　
備　
え　
た　

「　
周　
防　
大　
島　
文　
化　
交　
流　
セ　
ン　
タ　
ー　
」　
が　
東　
和　
地　
区　
平　
野　
に　

オ　
ー　
プ　
ン　
し　
ま　
し　
た　
。　

以　
来　
、　
お　
よ　
そ　
十　
ヶ　
月　
が　
経　
過　
し　
、　
島　
内　
外　
か　
ら　
、　

宮　
本　
常　
一　
や　
周　
防　
大　
島　
の　
歴　
史　
・　
文　
化　
に　
関　
心　
の　
あ　
る　

皆　
さ　
ん　
が　
多　
く　
足　
を　
運　
ん　
で　
下　
さ　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
ま　
た　
、　

真　
宮　
島　
、　
下　
田　
八　
幡　
宮　
、　
久　
賀　
地　
区　
な　
ど　
を　
舞　
台　
に　
、　

郷　
土　
を　
学　
ぶ　
体　
験　
学　
習　
を　
実　
施　
し　
、　
多　
く　
の　
方　
が　
参　
加　

さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
次　
年　
度　
は　
さ　
ら　
に　
活　
発　
な　
活　
動　
を　
お　
こ　

な　
っ　
て　
ゆ　
く　
予　
定　
で　
す　
。　

今　
後　
も　
、　
地　
域　
の　
皆　
さ　
ん　
が　
郷　
土　
を　
知　
る　
場　
と　
し　
て　
、　

文　
化　
交　
流　
の　
拠　
点　
と　
し　
て　
、　
引　
き　
続　
き　
当　
セ　
ン　
タ　
ー　
を　

活　
用　
し　
て　
い　
た　
だ　
き　
た　
い　
と　
思　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

【　
開　
館　
時　
間　
】　
午　
前　
九　
時　
半　
〜　
午　
後　
六　
時　
（　
展　
示　
室　
の　
入　

場　
は　
午　
後　
五　
時　
半　
ま　
で　
）　。　

【　
休　
館　
日　
】　
水　
曜　
日　
（　
祝　
日　
の　
場　
合　
は　
翌　
日　
）　と　
年　
末　
年　
始　
。　

【　
展　
示　
室　
の　
観　
覧　
料　
】　
一　
般　
三　
〇　
〇　
円　
（　
高　
校　
生　
以　
上　
）　、　

大　
島　
郡　
内　
の　
小　
中　
学　
生　
は　
無　
料　
。　

【　
問　
合　
せ　
】　
周　
防　
大　
島　
文　
化　
交　
流　
セ　
ン　
タ　
ー　

【　
問　
℡　
０　
８　
２　
０　
（　
７　
８　
）　
２　
５　
１　
４　

【　
問　

1960～62年にかけて行われた山口県見島調査（萩博物館提供）

行　
さ　
せ　
て　
い　
た　
だ　
い　
た　
の　
は　
、　
山　
口　
県　
美　
和　

町　
の　
調　
査　
で　
す　
。　
山　
口　
県　
玖　
珂　
郡　
美　
和　
町　
の　

調　
査　
は　
、　
山　
口　
県　
教　
育　
委　
員　
会　
が　
昭　
和　
四　
七　

年　
、　
四　
八　
年　
に　
小　
瀬　
川　
弥　
栄　
ダ　
ム　
の　
建　
設　
に　

と　
も　
な　
い　
、　
水　
没　
地　
区　
周　
辺　
を　
対　
象　
に　
お　
こ　

な　
っ　
た　
民　
俗　
調　
査　
で　
す　
。　
こ　
の　
調　
査　
で　
は　
、　

二　
六　
軒　
の　
家　
で　
約　
四　
五　
〇　
〇　
点　
の　
民　
具　
が　
調　

べ　
ら　
れ　
、　『　
小　
瀬　
川　
弥　
栄　
ダ　
ム　
水　
没　
地　
民　
俗　

資　
料　
緊　
急　
調　
査　
報　
告　
書　
』　
に　
概　
要　
が　
ま　
と　
め　

ら　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
私　
は　
、　
住　
ま　
い　
に　
つ　
い　
て　

調　
べ　
さ　
せ　
て　
い　
た　
だ　
き　
ま　
し　
た　
が　
、　
こ　
の　
時　

に　
先　
生　
は　
住　
ま　
い　
の　
使　
い　
方　
が　
わ　
か　
る　
よ　
う　

な　
図　
面　
を　
書　
く　
よ　
う　
に　
指　
導　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

民　
具　
学　
の　
研　
究　
は　
、　
民　
具　
は　
も　
と　
よ　
り　
、　
人　

び　
と　
の　
生　
活　
そ　
の　
も　
の　
を　
問　
題　
に　
し　
、　
目　
に　

見　
え　
る　
も　
の　
を　
と　
お　
し　
て　
生　
活　
文　
化　
を　
捉　
え　

て　
い　
く　
わ　
け　
で　
す　
が　
、　
こ　
の　
研　
究　
対　
象　
を　
、　

動　
か　
す　
こ　
と　
が　
で　
き　
、　
持　
ち　
運　
び　
の　
で　
き　
る　

民　
具　
の　
範　
疇　
か　
ら　
、　
有　
形　
民　
俗　
資　
料　
に　
領　
域　

を　
広　
げ　
た　
方　
が　
有　
効　
で　
あ　
り　
、　
住　
ま　
い　
な　
ど　

の　
施　
設　
も　
研　
究　
対　
象　
に　
含　
め　
る　
こ　
と　
を　
宮　
本　

先　
生　
は　
提　
唱　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
す　
な　
わ　
ち　
、　

人　
間　
が　
住　
居　
に　
住　
ま　
う　
と　
い　
う　
こ　
と　
は　
、　
部　

屋　
を　
民　
具　
と　
共　
に　
利　
用　
す　
る　
こ　
と　
に　
ほ　
か　
な　

ら　
ず　
、　
家　
屋　
と　
民　
具　
を　
切　
り　
離　
し　
て　
と　
ら　
え　

て　
い　
た　
ら　
、　
そ　
れ　
ら　
を　
と　
お　
し　
て　
生　
活　
文　
化　

を　
考　
察　
す　
る　
こ　
と　
に　
限　
界　
が　
生　
じ　
る　
、　
そ　
れ　

が　
宮　
本　
先　
生　
の　
お　
考　
え　
で　
あ　
っ　
た　
と　
受　
け　
止　

め　
て　
い　
ま　
す　
。　

次　
に　
、　
宮　
本　
先　
生　
の　
フ　
ィ　
ー　
ル　
ド　
ワ　
ー　
ク　

に　
つ　
い　
て　
、　
地　
域　
文　
化　
の　
振　
興　
と　
い　
う　
視　
点　

か　
ら　
振　
り　
返　
っ　
て　
み　
た　
い　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　

宮　
本　
先　
生　
の　
フ　
ィ　
ー　
ル　
ド　
ワ　
ー　
ク　
は　
、　
周　

知　
の　
と　
お　
り　
戦　
前　
の　
民　
俗　
採　
訪　
の　
旅　
に　
始　
ま　

り　
、　
戦　
後　
は　
農　
業　
改　
善　
等　
の　
農　
村　
指　
導　
の　
旅　
、　

九　
学　
会　
連　
合　
等　
の　
学　
術　
調　
査　
へ　
の　
参　
加　
、　
ま　

た　
離　
島　
振　
興　
や　
山　
村　
振　
興　
に　
関　
わ　
る　
調　
査　
研　

究　
と　
、　
幅　
広　
い　
足　
跡　
を　
残　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

そ　
し　
て　
、　
そ　
れ　
ら　
の　
フ　
ィ　
ー　
ル　
ド　
ワ　
ー　
ク　
は　

単　
な　
る　
民　
俗　
調　
査　
に　
と　
ど　
ま　
ら　
ず　
、　
そ　
の　
成　

果　
を　
地　
域　
社　
会　
に　
還　
元　
し　
、　
こ　
れ　
か　
ら　
の　
地　

域　
社　
会　
の　
在　
り　
方　
を　
提　
言　
す　
る　
と　
と　
も　
に　
、　

地　
域　
振　
興　
の　
よ　
り　
ど　
こ　
ろ　
と　
な　
る　
こ　
と　
を　
指　

向　
さ　
れ　
た　
こ　
と　
が　
特　
徴　
で　
す　
。　

戦　
後　
の　
宮　
本　
先　
生　
は　
、　
篤　
志　
家　
が　
い　
な　
く　

な　
り　
地　
域　
社　
会　
の　
方　
向　
性　
を　
見　
失　
っ　
た　
戦　
後　

の　
日　
本　
、　
さ　
ら　
に　
高　
度　
経　
済　
成　
長　
に　
伴　
う　
地　

域　
社　
会　
の　
変　
容　
・　
解　
体　
現　
象　
が　
す　
す　
む　
中　
を　

歩　
か　
れ　
ま　
し　
た　
。　
そ　
れ　
は　
、　
自　
然　
環　
境　
・　
生　

活　
環　
境　
が　
激　
変　
し　
、　
人　
間　
が　
生　
き　
る　
自　
信　
を　

失　
っ　
て　
い　
く　
中　
で　
、　
そ　
の　
再　
生　
を　
絶　
え　
ず　
考　

え　
つ　
づ　
け　
る　
と　
い　
う　
課　
題　
を　
背　
負　
わ　
れ　
て　
の　

フ　
ィ　
ー　
ル　
ド　
ワ　
ー　
ク　
で　
あ　
っ　
た　
、　
と　
言　
え　
は　

し　
な　
い　
で　
し　
ょ　
う　
か　
。　
そ　
し　
て　
、　
地　
域　
社　
会　
の　

伝　
統　
的　
文　
化　
を　
い　
か　
に　
将　
来　
に　
継　
承　
し　
て　
い　

く　
か　
に　
関　
心　
を　
持　
た　
れ　
、　
地　
場　
産　
業　
の　
振　
興　
、　

伝　
統　
的　
文　
化　
を　
生　
か　
し　
た　
町　
づ　
く　
り　
、　
地　
域　

社　
会　
の　
活　
性　
化　
に　
多　
大　
な　
影　
響　
を　
あ　
た　
え　
つ　

づ　
け　
ら　
れ　
た　
と　
言　
え　
る　
か　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　

地　
域　
振　
興　
の　
実　
践　
活　
動　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
宮　

本　
先　
生　
は　
昭　
和　
二　
八　
年　
に　
離　
島　
振　
興　
協　
議　
会　

を　
つ　
く　
ら　
れ　
、　
ま　
た　
翌　
二　
九　
年　
に　
は　
林　
業　
金　

融　
調　
査　
会　
を　
結　
成　
さ　
れ　
、　
離　
島　
問　
題　
や　
山　
村　

問　
題　
に　
本　
格　
的　
な　
取　
り　
組　
み　
を　
な　
さ　
れ　
て　
い　

ま　
す　
。　
そ　
し　
て　
、　
数　
々　
の　
離　
島　
や　
山　
村　
を　
歩　

か　
れ　
、　
日　
本　
の　
片　
隅　
に　
置　
か　
れ　
た　
地　
域　
の　

人　
々　
に　
愛　
情　
を　
注　
が　
れ　
、　
地　
方　
の　
置　
か　
れ　
て　

い　
た　
現　
況　
を　
打　
破　
し　
た　
い　
、　
と　
の　
思　
い　
を　
強　

く　
持　
た　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
そ　
こ　
に　
は　
、　
地　
方　
と　

中　
央　
の　
格　
差　
が　
ひ　
ら　
い　
て　
い　
く　
高　
度　
経　
済　
成　

長　
期　
と　
い　
う　
時　
代　
背　
景　
が　
あ　
っ　
た　
こ　
と　
も　
忘　

れ　
て　
は　
な　
ら　
な　
い　
点　
だ　
と　
思　
わ　
れ　
ま　
す　
。　

（　
つ　
づ　
く　
）　

注　
１　

宮　
本　
常　
一　
『　
民　
具　
学　
の　
提　
唱　
』　
未　
来　
社　
、　

一　
九　
七　
九　
年　
、　
七　
二　
頁　

２　

前　
掲　
八　
五　
〜　
八　
六　
頁　

３　

前　
掲　
八　
七　
頁　

４　

前　
掲　
八　
七　
頁　

５　

前　
掲　
八　
七　
〜　
八　
八　
頁　

６　

前　
掲　
八　
九　
頁　

７　

前　
掲　
九　
六　
〜　
一　
〇　
四　
頁　

８　

前　
掲　
一　
〇　
五　
頁　

※　
こ　
の　
文　
章　
は　
第　
二　
四　
回　
日　
本　
民　
具　
学　
会　
大　

会　
（　
一　
九　
九　
九　
年　
一　
一　
月　
一　
四　
日　
・　
成　
城　

大　
学　
）　
で　
行　
わ　
れ　
た　
報　
告　
を　
掲　
載　
し　
た　

『　
民　
具　
研　
究　
』　
第　
一　
二　
二　
号　
（　
日　
本　
民　
具　

学　
会　
、　
二　
〇　
〇　
〇　
年　
八　
月　
）　
よ　
り　
許　
可　
を　

得　
て　
転　
載　
し　
ま　
し　
た　
。　
続　
き　
は　
次　
号　
に　
掲　

載　
し　
ま　
す　
。　

8

地
域
文
化
の
振
興
と

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

宮　
本　
常　
一　
記　
念　
事　
業　
策　
定　
審　
議　
会　
と　

旧　
東　
和　
町　
が　
編　
集　
発　
行　
し　
て　
ま　
い　
り　
ま　

し　
た　
「　
郷　
土　
」　
も　
、　
平　
成　
三　
年　
の　
創　
刊　

以　
来　
、　
十　
四　
年　
が　
経　
過　
し　
、　
十　
三　
号　
を　

数　
え　
る　
に　
い　
た　
り　
ま　
し　
た　
。　
今　
号　
か　
ら　

は　
昨　
年　
五　
月　
に　
オ　
ー　
プ　
ン　
し　
た　
周　
防　
大　

島　
文　
化　
交　
流　
セ　
ン　
タ　
ー　
が　
発　
行　
い　
た　
し　

ま　
す　
。　

セ　
ン　
タ　
ー　
の　
オ　
ー　
プ　
ン　
以　
来　
、　
全　
国　

か　
ら　
数　
多　
く　
の　
方　
が　
来　
館　
さ　
れ　
て　
い　
ま　

す　
。　
当　
セ　
ン　
タ　
ー　
に　
寄　
せ　
る　
皆　
さ　
ん　
の　

思　
い　
も　
さ　
ま　
ざ　
ま　
で　
、　
職　
員　
一　
同　
教　
え　

ら　
れ　
る　
こ　
と　
の　
多　
い　
毎　
日　
で　
す　
。　

来　
年　
度　
（　
平　
成　
十　
七　
年　
度　
）　
は　
オ　
ー　

プ　
ン　
二　
年　
目　
を　
迎　
え　
、　
さ　
ら　
に　
充　
実　
し　

た　
活　
動　
を　
進　
め　
て　
い　
き　
た　
い　
と　
考　
え　
て　

い　
ま　
す　
。　
今　
後　
と　
も　
ご　
支　
援　
の　
ほ　
ど　
、　

よ　
ろ　
し　
く　
お　
願　
い　
い　
た　
し　
ま　
す　
。　

編

集

後

記



「　
郷　
土　
」　
の　
創　
刊　
号　
は　
、　
平　
成　
三　
年　
三　
月　
二　
〇　
日　
に　
発　
刊　

さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
か　
ら　
、　
今　
年　
で　
早　
や　
十　
四　
年　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　

私　
は　
こ　
の　
創　
刊　
号　
に　
、　
宮　
本　
常　
一　
記　
念　
事　
業　
策　
定　
審　
議　
会　
専　

門　
部　
会　
会　
長　
と　
し　
て　
寄　
稿　
の　
依　
頼　
が　
あ　
り　
、　「　
郷　
土　
の　
こ　
と　

は　
郷　
土　
で　
」　
と　
い　
う　
題　
名　
で　
書　
か　
せ　
て　
い　
た　
だ　
い　
た　
こ　
と　
を　
、　

懐　
か　
し　
く　
思　
い　
出　
し　
、　
月　
日　
の　
経　
つ　
の　
は　
早　
い　
も　
の　
と　
い　
い　

ま　
す　
が　
、　
そ　
の　
通　
り　
だ　
と　
つ　
く　
づ　
く　
思　
い　
ま　
し　
た　
。　
宮　
本　
先　
生　

が　
亡　
く　
な　
ら　
れ　
た　
の　
が　
昭　
和　
五　
六　
年　
一　
月　
三　
〇　
日　
で　
す　
か　

ら　
、　
二　
四　
年　
前　
と　
い　
う　
こ　
と　
に　
な　
り　
ま　
す　
。　「　
歳　
月　
人　
を　
待　
た　

ず　
」　と　
い　
う　
言　
葉　
が　
あ　
り　
ま　
す　
が　
、　ま　
さ　
に　
そ　
の　
と　
お　
り　
で　
す　
。　

平　
成　
十　
六　
年　
五　
月　
十　
八　
日　
に　
オ　
ー　
プ　
ン　
し　
た　
周　
防　
大　
島　
文　

化　
交　
流　
セ　
ン　
タ　
ー　
は　
、　
同　
十　
月　
一　
日　
に　
大　
島　
郡　
の　
四　
町　
が　
合　

併　
し　
て　
周　
防　
大　
島　
町　
と　
な　
り　
、　
周　
防　
大　
島　
町　
の　
文　
化　
交　
流　
セ　

ン　
タ　
ー　
と　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　

１
、
体
験
学
習
室

①　
体　
験　
学　
習　
室　
（　
図　
書　
室　
）　

②　
研　
修　
室　

２
、
展
示
室
（
宮
本
常
一
関
連
資
料
他
）

①　
フ　
ロ　
ア　
展　
示　
（　
周　
防　
大　
島　
東　
部　
の　
生　
産　
用　
具　
）　

②　
壁　
面　
展　
示　
（　
宮　
本　
常　
一　
の　
目　
）　

③　
回　
廊　
展　
示　
（　
写　
真　
で　
つ　
づ　
る　
宮　
本　
常　
一　
／　
宮　
本　
常　
一　
の　

仲　
間　
た　
ち　
）　

④　
木　
組　
み　
展　
示　
（　
長　
州　
大　
工　
の　
技　
）　

⑤　
書　
籍　
収　
蔵　
庫　

⑥　
資　
料　
閲　
覧　
室　

⑦　
宮　
本　
常　
一　
撮　
影　
写　
真　
閲　
覧　
コ　
ー　
ナ　
ー　

３
、
そ
の
他

①　
周　
防　
大　
島　
の　
貴　
重　
な　
植　
物　
の　
展　
示　

②　
体　
験　
学　
習　
農　
園　

2

平成16年7月10日、トウモロコシの収穫 平成16年6月19日、サツマイモ苗の植付け

平成16年8月6日、高校総体視察のおり
当センターを訪れた高円宮妃殿下（右）

館
内
の
ご
案
内

か　
に　
し　
な　
け　
れ　
ば　
本　
当　
の　
研　
究　
に　
は　
な　
ら　
な　

い　
と　
主　
張　
す　
る　
」　１　

と　
記　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

そ　
の　
基　
本　
的　
な　
考　
え　
方　
が　
フ　
ィ　
ー　
ル　
ド　
ワ　
ー　

ク　
で　
展　
開　
さ　
れ　
た　
の　
が　
、　
昭　
和　
四　
〇　
年　
代　
に　

入　
っ　
て　
か　
ら　
で　
は　
な　
い　
か　
と　
思　
わ　
れ　
ま　
す　
。　

宮　
本　
先　
生　
の　
昭　
和　
四　
〇　
年　
代　
最　
初　
の　
民　
具　

調　
査　
は　
、　
広　
島　
県　
油　
木　
豊　
松　
地　
区　
の　
ダ　
ム　
建　

設　
に　
伴　
う　
民　
俗　
調　
査　
の　
一　
環　
と　
し　
て　
行　
な　
わ　

れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
そ　
の　
調　
査　
の　
様　
子　
は　
、　「　
各　

地　
区　
の　
生　
産　
生　
活　
の　
聞　
取　
り　
を　
す　
る　
と　
共　
に　

民　
具　
の　
写　
真　
な　
ど　
を　
と　
っ　
た　
。　（　
中　
略　
）　
調　

査　
と　
い　
え　
る　
よ　
う　
な　
も　
の　
で　
は　
な　
か　
っ　
た　
。　

（　
中　
略　
）　
と　
に　
か　
く　
そ　
れ　
ら　
の　
民　
具　
は　
集　
め　

て　
保　
存　
す　
る　
必　
要　
の　
あ　
る　
こ　
と　
を　
（　
中　
略　
）　

力　
説　
し　
」　２　

た　
と　
記　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

ま　
た　
、　
昭　
和　
四　
一　
、　
四　
二　
年　
の　
民　
具　
調　
査　

で　
は　
一　
戸　
の　
所　
有　
民　
具　
の　
悉　
皆　
調　
査　
の　
重　
要　

性　
を　
説　
か　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
昭　
和　
四　
一　
年　
の　
椋　

梨　
ダ　
ム　
水　
没　
地　
の　
調　
査　
に　
お　
い　
て　
は　
、　「　
共　

通　
す　
る　
民　
具　
を　
持　
ち　
つ　
つ　
、　
そ　
の　
所　
有　
量　
に　

差　
の　
あ　
る　
こ　
と　
も　
検　
討　
し　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　

い　
こ　
と　
を　
強　
く　
感　
じ　
た　
」　３　

と　
述　
べ　
ら　
れ　
て　

い　
ま　
す　
。　

翌　
四　
二　
年　
の　
広　
島　
県　
八　
千　
代　
町　
土　
器　
の　
水　

没　
地　
区　
の　
調　
査　
で　
は　
、　
八　
戸　
ほ　
ど　
の　
家　
の　
所　

有　
民　
具　
を　
で　
き　
る　
だ　
け　
数　
多　
く　
丹　
念　
に　
見　

て　
、　
そ　
れ　
を　
一　
つ　
ず　
つ　
写　
真　
に　
と　
り　
、　
計　
測　

し　
、　
ま　
た　
聞　
取　
り　
を　
行　
な　
い　
、　
六　
〇　
〇　
点　
ほ　

ど　
の　
民　
具　
を　
し　
ら　
べ　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
こ　
の　

時　
、　「　
は　
じ　
め　
て　
民　
具　
に　
つ　
い　
て　
調　
査　
ら　
し　

い　
調　
査　
を　
し　
た　
」　４　

と　
回　
想　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

そ　
の　
時　
の　
調　
査　
の　
様　
子　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　「　
調　

査　
に　
あ　
た　
っ　
て　
は　
家　
の　
ま　
わ　
り　
、　
縁　
の　
下　
、　

土　
間　
に　
お　
か　
れ　
た　
も　
の　
、　
納　
屋　
に　
あ　
る　
も　
の　

な　
ど　
一　
つ　
一　
つ　
を　
丹　
念　
に　
見　
て　
ゆ　
き　
、　
そ　
れ　

を　
ゴ　
ミ　
を　
雑　
巾　
で　
ぬ　
ぐ　
い　
、　
時　
に　
は　
水　
洗　
い　

し　
、　
家　
の　
前　
な　
ど　
で　
撮　
影　
し　
、　
寸　
法　
を　
は　
か　

り　
、　
名　
前　
を　
聞　
き　
、　
製　
作　
地　
、　
製　
作　
者　
、　
購　

入　
地　
、　
購　
入　
時　
期　
、　
価　
格　
、　
使　
用　
法　
な　
ど　
を　

聞　
い　
て　
ゆ　
く　
。　（　
中　
略　
）　
こ　
れ　
を　
朝　
、　
日　
の　

出　
た　
頃　
か　
ら　
、　
夕　
方　
日　
の　
入　
る　
ま　
で　
続　
け　
る　

の　
で　
あ　
る　
。　
民　
具　
を　
調　
べ　
て　
い　
る　
と　
、　
そ　
の　

家　
が　
ど　
う　
い　
う　
家　
で　
あ　
っ　
た　
か　
が　
実　
に　
よ　
く　

わ　
か　
る　
だ　
け　
で　
な　
く　
、　
一　
戸　
一　
戸　
の　
生　
活　
の　

た　
て　
方　
が　
み　
ん　
な　
違　
っ　
て　
い　
た　
こ　
と　
が　
わ　
か　

る　
。　（　
中　
略　
）　
村　
の　
生　
活　
や　
構　
成　
、　
他　
地　
域　

と　
の　
交　
流　
の　
実　
態　
を　
つ　
か　
む　
に　
は　
家　
々　
の　
所　

有　
民　
具　
を　
見　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
こ　
と　
を　
痛　

感　
し　
た　
の　
で　
あ　
る　
」　５　

と　
述　
べ　
ら　
れ　
て　
い　
ま　

す　
。　
な　
お　
、　
こ　
の　
時　
の　
調　
査　
体　
験　
を　
も　
と　
に　
、　

宮　
本　
先　
生　
は　
民　
具　
の　
定　
義　
に　
つ　
い　
て　
書　
か　
れ　

て　
い　
ま　
す　
。　

そ　
し　
て　
、　
民　
具　
調　
査　
に　
対　
す　
る　
視　
野　
の　
開　

け　
た　
時　
期　
は　
、　
昭　
和　
四　
三　
〜　
四　
四　
年　
で　
あ　
る　

と　
回　
想　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
武　
蔵　
野　
美　
術　
大　
学　

生　
活　
文　
化　
研　
究　
会　
の　
メ　
ン　
バ　
ー　
を　
率　
い　
て　
、　

昭　
和　
四　
三　
年　
に　
東　
京　
都　
青　
梅　
市　
の　
民　
具　
調　
査　

を　
行　
な　
い　
、　
翌　
四　
四　
年　
に　
は　
青　
梅　
市　
の　
民　
俗　

緊　
急　
調　
査　
に　
あ　
た　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
こ　
の　
時　

は　
、　
各　
集　
落　
で　
一　
戸　
か　
ら　
二　
戸　
の　
家　
を　
え　
ら　

び　
、　
そ　
の　
家　
の　
所　
有　
す　
る　
民　
具　
を　
で　
き　
る　
だ　

け　
く　
わ　
し　
く　
し　
ら　
べ　
て　
記　
録　
す　
る　
方　
法　
を　
取　

ら　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　
そ　
し　
て　
次　
の　
よ　
う　
に　
述　
べ　

ら　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　「　
民　
具　
の　
調　
査　
に　
つ　
い　
て　

私　
自　
身　
の　
視　
野　
の　
ひ　
ら　
け　
て　
来　
た　
の　
は　
こ　
の　

時　
期　
で　
あ　
っ　
た　
が　
、　
同　
時　
に　
民　
具　
の　
調　
査　
事　

業　
の　
容　
易　
で　
な　
い　
こ　
と　
も　
よ　
く　
わ　
か　
っ　
て　
来　

た　
。　（　
中　
略　
）　
分　
類　
も　
従　
来　
の　
ま　
ま　
で　
よ　
い　

か　
ど　
う　
か　
と　
い　
う　
こ　
と　
な　
ど　
が　
問　
題　
に　
な　
っ　

て　
来　
る　
。　
／　
と　
い　
う　
こ　
と　
は　
、　
民　
具　
と　
は　
何　

ぞ　
や　
と　
い　
う　
こ　
と　
が　
た　
え　
ず　
問　
題　
に　
な　
っ　
て　

来　
る　
か　
ら　
で　
あ　
る　
。　
つ　
ま　
り　
民　
具　
は　
手　
足　
の　

延　
長　
で　
あ　
る　
、　
と　
い　
う　
こ　
と　
で　
あ　
る　
。　（　
中　

略　
）　
民　
具　
を　
見　
る　
こ　
と　
は　
生　
活　
を　
見　
る　
こ　
と　

で　
あ　
っ　
た　
」　６　

と　
記　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

民　
具　
の　
調　
査　
方　
法　
論　
や　
、　
民　
具　
調　
査　
と　
地　

域　
社　
会　
と　
の　
関　
わ　
り　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　『　
民　
具　

学　
の　
提　
唱　
』　
に　
次　
の　
よ　
う　
に　
ま　
と　
め　
ら　
れ　
て　

い　
ま　
す　
。　「　
と　
に　
か　
く　
一　
戸　
一　
戸　
の　
民　
具　
を　

丹　
念　
に　
見　
て　
い　
く　
こ　
と　
か　
ら　
民　
具　
調　
査　
は　
は　

じ　
め　
る　
べ　
き　
も　
の　
で　
あ　
る　
こ　
と　
を　
提　
唱　
し　
た　

い　
。　（　
中　
略　
）　
次　
に　
一　
戸　
一　
戸　
の　
こ　
ま　
か　
な　

調　
査　
の　
ほ　
か　
に　
、　
一　
地　
域　
に　
残　
存　
す　
る　
技　
術　

や　
民　
具　
を　
く　
わ　
し　
く　
見　
て　
い　
く　
必　
要　
が　
あ　

る　
。　（　
中　
略　
）　
さ　
ら　
に　
そ　
う　
し　
た　
こ　
と　
に　
つ　

い　
て　
正　
確　
に　
具　
体　
的　
に　
見　
て　
い　
く　
た　
め　
に　

は　
、　
一　
つ　
の　
地　
域　
に　
長　
い　
時　
間　
を　
か　
け　
て　
調　

査　
を　
す　
す　
め　
な　
け　
れ　
ば　
な　
ら　
な　
い　
。　（　
中　
略　
）　

本　
当　
の　
調　
査　
な　
ら　
ば　
何　
回　
も　
お　
な　
じ　
地　
に　
出　

か　
け　
て　
い　
っ　
て　
こ　
ま　
か　
に　
見　
、　
ま　
た　
聞　
き　
、　

時　
に　
は　
体　
験　
す　
る　
こ　
と　
が　
大　
切　
で　
あ　
る　
と　
思　

う　
。　（　
中　
略　
）　
そ　
し　
て　
単　
に　
調　
査　
を　
す　
る　
だ　

け　
で　
は　
な　
く　
調　
査　
を　
機　
会　
に　
密　
接　
な　
人　
間　
関　

係　
の　
生　
れ　
て　
来　
る　
の　
が　
の　
ぞ　
ま　
し　
い　
の　
で　
あ　

る　
」　７　

。　
こ　
こ　
で　
は　
、　
調　
査　
の　
手　
法　
と　
と　
も　

に　
、　
調　
査　
を　
機　
会　
に　
地　
域　
の　
人　
々　
と　
密　
接　
な　

人　
間　
関　
係　
を　
持　
つ　
こ　
と　
の　
大　
切　
さ　
が　
主　
張　
さ　

れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

さ　
ら　
に　
、　「　
物　
を　
し　
て　
語　
ら　
し　
め　
る　
」　
こ　

と　
の　
重　
要　
性　
に　
つ　
い　
て　
、　
次　
の　
よ　
う　
に　
述　
べ　

ら　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　「　
正　
し　
い　
イ　
メ　
ー　
ジ　
の　
描　

け　
る　
民　
俗　
誌　
を　
書　
く　
た　
め　
に　
は　
、　
そ　
の　
地　
域　

の　
全　
体　
像　
を　
ま　
ず　
つ　
か　
ん　
で　
い　
な　
け　
れ　
ば　
な　

ら　
な　
い　
と　
思　
う　
。　
と　
同　
時　
に　
聞　
き　
た　
い　
こ　
と　

を　
聞　
い　
て　
来　
た　
だ　
け　
の　
項　
目　
主　
義　
的　
な　
調　
査　

で　
も　
十　
分　
で　
は　
な　
く　
、　
相　
手　
を　
し　
て　
語　
ら　
し　

め　
、　
物　
を　
し　
て　
語　
ら　
し　
め　
る　
こ　
と　
が　
重　
要　
で　

あ　
る　
」　８　

。　
以　
上　
は　
、　
い　
ず　
れ　
も　
フ　
ィ　
ー　
ル　

ド　
ワ　
ー　
ク　
に　
お　
け　
る　
宮　
本　
先　
生　
の　
基　
本　
的　
な　

姿　
勢　
で　
あ　
り　
、　
こ　
れ　
ら　
は　
い　
ず　
れ　
も　
先　
生　
が　

我　
々　
に　
身　
を　
も　
っ　
て　
教　
え　
よ　
う　
と　
さ　
れ　
た　
基　

本　
的　
な　
事　
柄　
で　
あ　
る　
、　
と　
私　
自　
身　
受　
け　
止　
め　

て　
い　
ま　
す　
。　

こ　
こ　
で　
、　
宮　
本　
先　
生　
に　
連　
れ　
て　
い　
っ　
て　
い　

た　
だ　
い　
た　
フ　
ィ　
ー　
ル　
ド　
ワ　
ー　
ク　
で　
学　
ん　
だ　
こ　

と　
を　
お　
話　
し　
ま　
す　
。　
学　
生　
時　
代　
に　
最　
初　
に　
同　

7



平
成
十
六
年

六　
月　
十　
九　
日　

サ　
ツ　
マ　
イ　
モ　
・　
大　
豆　
の　
植　
付　
け　
（　
セ　
ン　
タ　
ー　
）　

七　
月　
一　
〇　
日　
　　
ト　
ウ　
モ　
ロ　
コ　
シ　
の　
収　
穫　
・　
調　
理　
　　
寒　
天　
づ　

く　
り　
　　
ソ　
バ　
の　
種　
蒔　
き　
（　
セ　
ン　
タ　
ー　
）　

七　
月　
三　
〇　
日　
　　
早　
川　
康　
博　
先　
生　
　　
海　
の　
環　
境　
調　
査　
（　
真　
宮　

島　
、　
セ　
ン　
タ　
ー　
）　

十　
月　
十　
六　
日　
　　
サ　
ツ　
マ　
イ　
モ　
の　
収　
穫　
・　
調　
理　
（　
セ　
ン　
タ　
ー　
）　

十　
一　
月　
二　
七　
日　
　　
南　
敦　
先　
生　
　　
宮　
の　
森　
を　
歩　
く　
（　
下　
田　
八　

幡　
宮　
、　
セ　
ン　
タ　
ー　
）　

平
成
十
七
年

一　
月　
二　
九　
日　
　　
印　
南　
敏　
秀　
先　
生　
　　
久　
賀　
の　
石　
積　
み　
棚　
田　
を　

歩　
く　
（　
久　
賀　
）　

自
　
然

自　
然　
観　
察　
　　
地　
形　
模　
型　
の　
制　
作　
　　
シ　
ー　
ボ　
ル　
ト　
関　
連　
植　

物　
に　
つ　
い　
て　
の　
学　
習　

農
　
業

野　
菜　
栽　
培　
　　
花　
卉　
栽　
培　
　　
蜜　
柑　
な　
ど　
の　
果　
樹　
栽　
培　
　　
稲　

作　
　　
サ　
ツ　
マ　
イ　
モ　
栽　
培　

漁
　
業

磯　
漁　
　　
釣　
漁　
　　
網　
漁　

島
の
暮
ら
し

郷　
土　
料　
理　
・　
特　
産　
品　
づ　
く　
り　
　　
藁　
細　
工　
　　
紡　
織　
体　
験　

竹　
炭　
焼　
　　
民　
俗　
学　
　　
石　
風　
呂　
の　
入　
浴　
体　
験　

情
　
報

古　
写　
真　
・　
パ　
ソ　
コ　
ン　
を　
使　
っ　
た　
学　
習　

１　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
ネ　
ッ　
ト　
で　
は　
三　
年　
前　
か　
ら　
宮　
本　
常　
一　
の　
写　
真　

を　
約　
一　
万　
四　
、　
〇　
〇　
〇　
枚　
公　
開　
し　
て　
き　
た　
が　
、　
ほ　
ぼ　
全　

て　
の　
八　
万　
九　
、　
七　
〇　
三　
枚　
を　
館　
内　
パ　
ソ　
コ　
ン　
で　
閲　
覧　
で　

き　
る　
よ　
う　
に　
し　
た　
。　（　
七　
月　
二　
六　
日　
）　

２　
、　
高　
円　
宮　
妃　
殿　
下　
お　
成　
り　
。　（　
八　
月　
六　
日　
）　

３　
、　
広　
島　
大　
学　
学　
生　
が　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
で　
蔵　
書　
整　
理　
。　（　
九　
月　
、　

二　
月　
）　

４　
、　
府　
中　
市　
郷　
土　
の　
森　
博　
物　
館　
の　
学　
芸　
員　
が　
調　
査　
の　
た　
め　
来　

館　
。　（　
十　
月　
、　
十　
二　
月　
）　

５　
、　
東　
和　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
・　
ガ　
イ　
ド　
の　
会　
の　
研　
修　
受　
入　
れ　
。　

（　
十　
一　
月　
十　
七　
日　
）　

６　
、　
新　
潟　
県　
中　
越　
地　
震　
災　
害　
被　
災　
者　
支　
援　
チ　
ャ　
リ　
テ　
ィ　
ビ　
デ　

オ　
上　
映　
会　
へ　
の　
協　
力　
。　（　
十　
二　
月　
十　
三　
日　
）　

７　
、　「　
宮　
本　
常　
一　
著　
作　
集　
」　
ガ　
イ　
ド　
本　
執　
筆　
者　
公　
募　
。　
生　
誕　
一　

〇　
〇　
年　
記　
念　
刊　
行　
へ　
。　締　
切　
、　平　
成　
十　
七　
年　
六　
月　
三　
〇　
日　
。　

以　
上　
、　
こ　
れ　
ま　
で　
の　
こ　
と　
を　
振　
り　
返　
っ　
て　
み　
ま　
す　
と　
、　
平　

成　
三　
年　
か　
ら　
平　
成　
十　
七　
年　
ま　
で　
十　
四　
年　
も　
経　
過　
し　
、　
年　
齢　
も　

八　
〇　
歳　
を　
過　
ぎ　
、　
切　
り　
の　
良　
い　
と　
こ　
ろ　
で　
、　
若　
い　
方　
に　
バ　
ト　

ン　
タ　
ッ　
チ　
し　
た　
い　
と　
思　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

長　
い　
間　
、　
関　
係　
者　
の　
皆　
様　
の　
ご　
協　
力　
、　
あ　
り　
が　
と　
う　
ご　
ざ　

い　
ま　
し　
た　
。　
周　
防　
大　
島　
町　
と　
皆　
様　
の　
今　
後　
の　
ま　
す　
ま　
す　
の　
発　

展　
を　
祈　
念　
し　
、　
お　
礼　
の　
言　
葉　
と　
し　
ま　
す　
。　
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こ
れ
ま
で
実
施
し
た
体
験
学
習

今
後
考
え
ら
れ
る
体
験
学
習

そ
の
他
の
主
な
実
施
事
項

最　
初　
に　
、　
宮　
本　
常　
一　
先　
生　
と　
の　
出　
会　
い　
に　

つ　
い　
て　
お　
話　
し　
ま　
す　
。　
学　
生　
時　
代　
、　
旧　
街　
道　

を　
歩　
い　
た　
り　
、　
古　
い　
町　
並　
み　
を　
訪　
ね　
る　
こ　
と　

が　
好　
き　
で　
、　
よ　
く　
フ　
ィ　
ー　
ル　
ド　
ワ　
ー　
ク　
に　
出　

か　
け　
ま　
し　
た　
。　
最　
初　
に　
先　
生　
に　
お　
目　
に　
か　
か　

る　
機　
会　
に　
恵　
ま　
れ　
た　
の　
は　
、　
大　
学　
三　
年　
の　
と　

き　
（　
昭　
和　
四　
六　
年　
）　、　
府　
中　
市　
に　
あ　
る　
お　
宅　

を　
お　
訪　
ね　
し　
た　
と　
き　
で　
す　
。　
高　
校　
時　
代　
に　
使　

っ　
た　
三　
省　
堂　
の　
国　
語　
の　
教　
科　
書　
に　
『　
忘　
れ　
ら　

れ　
た　
日　
本　
人　
』　
の　
一　
部　
が　
載　
っ　
て　
お　
り　
、　
お　

名　
前　
だ　
け　
は　
存　
じ　
て　
お　
り　
ま　
し　
た　
。　

そ　
の　
晩　
、　
感　
動　
的　
な　
お　
話　
の　
数　
々　
を　
、　
夜　

の　
ふ　
け　
る　
の　
を　
忘　
れ　
て　
お　
聞　
き　
し　
た　
こ　
と　

を　
、　
今　
で　
も　
鮮　
や　
か　
に　
覚　
え　
て　
い　
ま　
す　
。　
そ　

れ　
ま　
で　
、　
村　
や　
町　
を　
歩　
い　
て　
き　
た　
中　
で　
、　
漠　

然　
と　
ハ　
ダ　
で　
感　
じ　
て　
い　
た　
こ　
と　
が　
、　
ひ　
と　
つ　

の　
方　
向　
性　
を　
も　
っ　
て　
導　
か　
れ　
る　
思　
い　
が　
し　
ま　

し　
た　
。　

そ　
の　
こ　
と　
が　
ご　
縁　
で　
、　
宮　
本　
先　
生　
の　
お　
勤　

め　
す　
る　
武　
蔵　
野　
美　
術　
大　
学　
で　
、　
講　
義　
を　
聴　
か　

せ　
て　
い　
た　
だ　
く　
こ　
と　
に　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
た　
だ　

し　
、　
授　
業　
料　
は　
払　
っ　
て　
い　
ま　
せ　
ん　
。　
当　
時　
は　
、　

の　
ん　
び　
り　
し　
た　
時　
代　
で　
、　
お　
も　
し　
ろ　
そ　
う　
な　

講　
義　
が　
あ　
る　
と　
、　
そ　
れ　
を　
伝　
え　
聞　
い　
た　
他　
大　

学　
の　
学　
生　
が　
教　
室　
に　
出　
入　
り　
す　
る　
と　
い　
う　
こ　

と　
も　
け　
っ　
こ　
う　
あ　
っ　
て　
、　
そ　
れ　
が　
黙　
認　
さ　
れ　

て　
い　
た　
と　
こ　
ろ　
が　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　
宮　
本　
先　
生　

の　
教　
室　
に　
も　
、　
実　
際　
、　
何　
人　
か　
そ　
の　
よ　
う　
な　

学　
生　
が　
来　
て　
お　
り　
ま　
し　
た　
。　

ま　
た　
、　
講　
義　
だ　
け　
で　
は　
も　
の　
た　
り　
ず　
、　
先　

生　
が　
主　
催　
す　
る　
「　
生　
活　
文　
化　
研　
究　
会　
」　
に　
も　

加　
え　
て　
い　
た　
だ　
く　
こ　
と　
に　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
こ　

の　
研　
究　
会　
は　
、　
な　
か　
な　
か　
楽　
し　
い　
会　
で　
、　
学　

生　
の　
み　
な　
ら　
ず　
卒　
業　
生　
も　
参　
加　
し　
て　
お　
り　
、　

そ　
れ　
ぞ　
れ　
が　
テ　
ー　
マ　
を　
持　
っ　
て　
フ　
ィ　
ー　
ル　
ド　

ワ　
ー　
ク　
を　
行　
な　
い　
、　
そ　
こ　
で　
発　
見　
し　
た　
り　
学　

ん　
だ　
こ　
と　
を　
報　
告　
し　
あ　
い　
、　
先　
生　
が　
コ　
メ　
ン　

ト　
す　
る　
と　
い　
う　
や　
り　
方　
で　
進　
め　
ら　
れ　
て　
い　
ま　

し　
た　
。　
週　
一　
回　
開　
か　
れ　
る　
会　
が　
終　
わ　
る　
の　
は　
、　

た　
い　
て　
い　
夜　
の　
八　
時　
を　
過　
ぎ　
て　
お　
り　
、　
玉　
川　

上　
水　
の　
雑　
木　
林　
の　
小　
道　
を　
先　
生　
を　
囲　
み　
な　
が　

ら　
駅　
に　
向　
か　
っ　
た　
も　
の　
で　
し　
た　
。　

宮　
本　
先　
生　
は　
、　
ま　
た　
、　
ご　
自　
身　
が　
行　
な　
う　

調　
査　
研　
究　
に　
、　
よ　
く　
我　
々　
学　
生　
を　
連　
れ　
て　
い　

っ　
て　
く　
だ　
さ　
い　
ま　
し　
た　
。　
私　
は　
、　
瀬　
戸　
内　
海　

や　
中　
国　
山　
地　
な　
ど　
に　
ご　
一　
緒　
さ　
せ　
て　
い　
た　
だ　

き　
、　
調　
査　
地　
で　
の　
人　
々　
へ　
の　
接　
し　
方　
、　
調　
査　

の　
姿　
勢　
を　
身　
を　
も　
っ　
て　
教　
え　
ら　
れ　
ま　
し　
た　
。　

そ　
の　
基　
本　
的　
な　
調　
査　
態　
度　
を　
学　
生　
時　
代　
に　
学　

ば　
せ　
て　
い　
た　
だ　
い　
た　
こ　
と　
は　
、　
今　
思　
え　
ば　
、　

得　
が　
た　
い　
経　
験　
で　
あ　
っ　
た　
、　
と　
受　
け　
止　
め　
て　

い　
ま　
す　
。　

一　
〇　
代　
後　
半　
か　
ら　
二　
〇　
代　
に　
か　
け　
て　
、　
す　

ば　
ら　
し　
い　
師　
、　
そ　
し　
て　
と　
も　
に　
歩　
く　
仲　
間　
に　

恵　
ま　
れ　
た　
こ　
と　
を　
、　
大　
変　
嬉　
し　
く　
思　
っ　
て　
い　

ま　
す　
。　
ま　
た　
、　
こ　
の　
時　
期　
に　
学　
ん　
だ　
こ　
と　
は　
、　

人　
生　
の　
方　
向　
を　
定　
め　
る　
と　
と　
も　
に　
、　
生　
き　
方　

の　
基　
礎　
を　
形　
づ　
く　
る　
上　
で　
、　
大　
き　
な　
力　
と　
な　

っ　
た　
、　
と　
思　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
学　
生　
時　
代　
に　
行　

な　
っ　
た　
フ　
ィ　
ー　
ル　
ド　
ワ　
ー　
ク　
の　
魅　
力　
に　
と　
り　

つ　
か　
れ　
、　
卒　
業　
後　
も　
引　
き　
続　
き　
、　
宮　
本　
先　
生　

の　
研　
究　
所　
で　
勉　
強　
さ　
せ　
て　
い　
た　
だ　
く　
こ　
と　
に　

な　
り　
ま　
し　
た　
。　
そ　
し　
て　
、　
先　
生　
か　
ら　
教　
え　
ら　

れ　
た　
こ　
と　
を　
教　
室　
と　
い　
う　
場　
で　
学　
生　
た　
ち　
に　

伝　
え　
て　
い　
く　
こ　
と　
を　
仕　
事　
と　
し　
て　
今　
日　
に　
至　

っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

次　
に　
本　
題　
に　
入　
り　
ま　
す　
。　
レ　
ジ　
ュ　
メ　
に　
従　

っ　
て　
「　
フ　
ィ　
ー　
ル　
ド　
ワ　
ー　
ク　
に　
お　
け　
る　
今　
日　

的　
課　
題　
」　
と　
い　
う　
テ　
ー　
マ　
で　
報　
告　
を　
さ　
せ　
て　

い　
た　
だ　
き　
ま　
す　
。　

宮　
本　
常　
一　
先　
生　
が　
民　
具　
を　
対　
象　
と　
し　
た　
フ　

ィ　
ー　
ル　
ド　
ワ　
ー　
ク　
を　
本　
格　
的　
に　
開　
始　
さ　
れ　
た　

の　
は　
、　
昭　
和　
四　
〇　
年　
代　
初　
頭　
の　
こ　
と　
で　
す　
。　

そ　
の　
契　
機　
と　
な　
っ　
た　
の　
は　
ダ　
ム　
水　
没　
地　
域　
の　

民　
具　
調　
査　
で　
あ　
り　
、　
高　
度　
経　
済　
成　
長　
に　
伴　
う　

山　
村　
・　
農　
村　
の　
社　
会　
変　
容　
を　
背　
景　
と　
し　
て　
い　

た　
時　
代　
に　
あ　
た　
り　
ま　
す　
。　
一　
方　
、　
武　
蔵　
野　
美　

術　
大　
学　
に　
着　
任　
さ　
れ　
、　
学　
生　
た　
ち　
と　
結　
成　
し　

た　
生　
活　
文　
化　
研　
究　
会　
を　
率　
い　
て　
一　
戸　
一　
戸　
の　

精　
密　
な　
民　
具　
調　
査　
を　
行　
な　
い　
、　
さ　
ら　
に　
一　
地　

域　
に　
残　
存　
す　
る　
民　
具　
や　
技　
術　
を　
み　
て　
い　
く　
こ　

と　
に　
よ　
り　
、　
地　
域　
社　
会　
の　
生　
活　
文　
化　
を　
民　
具　

を　
通　
じ　
て　
語　
ら　
し　
め　
る　
こ　
と　
の　
意　
義　
を　
提　
唱　

さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

し　
か　
し　
、　
民　
具　
調　
査　
の　
基　
本　
的　
考　
え　
方　
は　

す　
で　
に　
戦　
前　
に　
見　
ら　
れ　
ま　
す　
。　『　
民　
具　
学　
の　

提　
唱　
』　
に　
よ　
り　
ま　
す　
と　
、　
昭　
和　
一　
六　
年　
頃　
、　「　
民　

具　
は　
形　
態　
や　
製　
作　
法　
や　
民　
具　
に　
と　
も　
な　
う　
伝　

承　
を　
し　
ら　
べ　
る　
だ　
け　
で　
は　
意　
味　
が　
な　
い　
。　
一　

戸　
ご　
と　
の　
民　
具　
の　
保　
有　
量　
、　
使　
用　
法　
、　
消　
耗　

率　
、　
改　
良　
な　
ど　
を　
含　
め　
て　
、　
生　
活　
の　
中　
に　
ど　

の　
よ　
う　
に　
位　
置　
づ　
け　
ら　
れ　
て　
い　
る　
か　
を　
明　
ら　
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近　
く　
に　
あ　
る　
和　
船　
の　
里　
で　
、　
威　
容　
を　
誇　
る　
千　

石　
船　
「　
白　
山　
丸　
」　
を　
見　
学　
、　
当　
時　
の　
面　
影　
を　
想　

像　
し　
ま　
し　
た　
。　
こ　
の　
船　
は　
年　
に　
一　
度　
屋　
外　
に　
特　

別　
展　
示　
さ　
れ　
る　
と　
聞　
き　
ま　
し　
た　
。　
そ　
し　
て　
、　
珍　

し　
い　
建　
物　
や　
古　
い　
建　
物　
の　
並　
ぶ　
宿　
根　
木　
の　
町　

並　
み　
を　
散　
策　
し　
、　
林　
道　
夫　
住　
職　
の　
称　
光　
寺　
で　

宮　
本　
先　
生　
が　
昼　
夜　
を　
問　
わ　
ず　
執　
筆　
さ　
れ　
た　
本　

堂　
隣　
の　
部　
屋　
も　
見　
せ　
て　
い　
た　
だ　
き　
ま　
し　
た　
。　

そ　
の　
後　
、　
岩　
屋　
山　
窟　
堂　
を　
見　
学　
し　
て　
鼓　
童　

村　
を　
訪　
ね　
ま　
し　
た　
。　
代　
表　
の　
大　
井　
良　
明　
さ　
ん　

か　
ら　
施　
設　
内　
を　
案　
内　
し　
て　
頂　
き　
、　
大　
小　
様　
々　

な　
太　
鼓　
の　
あ　
る　
巨　
大　
な　
道　
場　
も　
見　
せ　
て　
い　
た　

だ　
き　
ま　
し　
た　
。　
全　
国　
各　
地　
か　
ら　
集　
ま　
っ　
た　
若　

者　
達　
が　
佐　
渡　
の　
芸　
能　
を　
継　
承　
し　
、　
太　
鼓　
の　
持　

つ　
魅　
力　
を　
広　
め　
て　
い　
く　
姿　
に　
深　
い　
感　
銘　
を　
受　

け　
ま　
し　
た　
。　
ま　
た　
、　
宮　
本　
先　
生　
直　
筆　
の　
鼓　
童　

に　
対　
す　
る　
熱　
い　
思　
い　
の　
手　
紙　
が　
額　
に　
入　
れ　
ら　

れ　
、　
部　
屋　
に　
飾　
っ　
て　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　

昼　
食　
は　
出　
発　
前　
に　
真　
島　
先　
生　
か　
ら　
紹　
介　
さ　

れ　
て　
い　
た　
小　
木　
町　
の　
「　
生　
そ　
ば　
七　
右　
衛　
門　
」　

と　
い　
う　
店　
の　
佐　
渡　
自　
慢　
の　
生　
そ　
ば　
と　
そ　
ば　
茶　

に　
殆　
ど　
の　
人　
が　
何　
杯　
も　
お　
替　
り　
を　
し　
ま　
し　

た　
。　
次　
に　
相　
川　
に　
あ　
る　
佐　
渡　
奉　
行　
所　
を　
見　
学　

し　
、　
相　
川　
郷　
土　
博　
物　
館　
を　
訪　
ね　
ま　
し　
た　
。　
こ　

こ　
に　
も　
宮　
本　
先　
生　
の　
指　
導　
に　
よ　
っ　
て　
収　
集　
さ　

れ　
た　
多　
く　
の　
民　
具　
が　
あ　
り　
、　
館　
長　
の　
佐　
藤　
利　

夫　
さ　
ん　
か　
ら　
い　
ろ　
い　
ろ　
と　
説　
明　
し　
て　
い　
た　
だ　

き　
ま　
し　
た　
。　
す　
ぐ　
近　
く　
に　
「　
裂　
き　
織　
」　
と　
い　

う　
織　
物　
を　
し　
て　
い　
る　
相　
川　
技　
能　
伝　
承　
展　
示　
館　

が　
あ　
り　
、　
織　
物　
を　
し　
て　
い　
る　
と　
こ　
ろ　
や　
素　
晴　

ら　
し　
い　
作　
品　
を　
見　
学　
し　
ま　
し　
た　
。　
こ　
こ　
で　
二　

日　
間　
お　
世　
話　
を　
い　
た　
だ　
い　
た　
林　
道　
夫　
さ　
ん　
と　

再　
会　
を　
約　
束　
し　
て　
お　
別　
れ　
し　
ま　
し　
た　
。　
そ　
の　

後　
、　
ゴ　
ー　
ル　
デ　
ン　
佐　
渡　
（　
相　
川　
金　
山　
）　
を　
見　

学　
し　
両　
津　
の　
宿　
に　
入　
り　
ま　
し　
た　
。　

旅　
の　
最　
終　
日　
は　
、　
ま　
ず　
、　
貴　
重　
な　
鳥　
・　
ト　

キ　
を　
ト　
キ　
の　
森　
公　
園　
で　
間　
近　
に　
観　
察　
し　
ま　
し　

た　
。　
次　
い　
で　
佐　
渡　
の　
伝　
統　
的　
な　
芸　
能　
で　
あ　
る　

能　
楽　
を　
佐　
渡　
能　
楽　
の　
里　
で　
観　
賞　
、　
能　
舞　
台　
に　

展　
開　
さ　
れ　
る　
人　
形　
の　
動　
き　
に　
釘　
付　
け　
に　
な　
り　

ま　
し　
た　
。　
新　
潟　
市　
に　
戻　
り　
宮　
本　
先　
生　
の　
助　
言　

で　
保　
存　
さ　
れ　
て　
い　
る　
北　
方　
文　
化　
博　
物　
館　
を　
訪　

ね　
ま　
し　
た　
。　
大　
き　
な　
構　
え　
の　
古　
い　
民　
家　
で　
し　

た　
が　
、　
内　
部　
の　
民　
具　
な　
ど　
を　
通　
し　
て　
、　
昔　
の　

豪　
農　
の　
生　
活　
を　
偲　
び　
ま　
し　
た　
。　
新　
潟　
ふ　
る　
さ　

と　
村　
で　
夕　
食　
を　
済　
ま　
せ　
、　
空　
路　
帰　
途　
に　
就　
き　

ま　
し　
た　
。　

※　
充　
実　
し　
た　
行　
程　
を　
立　
て　
る　
ま　
で　
、　
多　
く　
の　

皆　
さ　
ん　
か　
ら　
助　
言　
を　
受　
け　
、　
事　
前　
に　
勉　
強　

し　
た　
の　
で　
研　
修　
の　
成　
果　
が　
上　
が　
っ　
た　
と　
思　

い　
ま　
す　
。　

※　
佐　
渡　
で　
は　
、　
称　
光　
寺　
の　
林　
道　
夫　
さ　
ん　
を　
は　

じ　
め　
宮　
本　
先　
生　
と　
関　
わ　
り　
を　
持　
た　
れ　
て　
い　

た　
多　
く　
の　
方　
達　
と　
交　
流　
を　
持　
つ　
こ　
と　
が　
出　

来　
、　
大　
変　
お　
世　
話　
に　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
こ　
れ　

を　
機　
会　
に　
今　
後　
も　
更　
に　
こ　
の　
輪　
を　
広　
め　
、　

深　
め　
て　
い　
き　
た　
い　
と　
思　
い　
ま　
し　
た　
。　

※　
佐　
渡　
の　
皆　
さ　
ん　
の　
文　
化　
・　
芸　
能　
に　
対　
す　
る　

熱　
い　
思　
い　
と　
、　
そ　
れ　
を　
継　
承　
し　
て　
い　
こ　
う　

と　
す　
る　
前　
向　
き　
な　
姿　
に　
学　
ぶ　
べ　
き　
も　
の　
が　

沢　
山　
あ　
り　
ま　
し　
た　
。　

5

「　
宮　
本　
常　
一　
先　
生　
の　
本　
を　
読　
む　
会　
」　

お　
問　
い　
合　
わ　
せ　
先　

�　
０　
８　
２　
０　
（　
７　
８　
）　
０　
３　
５　
８　

高

田

壽　
太　
郎　
（　
長　
崎　
）　

廃校になった小学校の校舎を利用した佐渡国小木民俗博物館

相川郷土博物館で佐藤利夫さんの説明を聞く

鼓

童

村

相
川
郷
土
博
物
館

二
泊
三
日
の
旅
を
通
し
て

佐
渡
能
楽
の
里

〜
北
方
文
化
博
物
館

平　
成　
十　
三　
年　
九　
月　
、　「　
宮　
本　
常　
一　
先　
生　
の　

本　
を　
読　
む　
会　
」　
を　
立　
ち　
上　
げ　
仲　
間　
と　
隔　
月　
毎　

に　
開　
く　
読　
書　
会　
は　
、　
生　
前　
の　
先　
生　
の　
功　
績　
を　

知　
る　
だ　
け　
で　
な　
く　
、　
先　
生　
を　
敬　
い　
親　
し　
み　
を　

持　
つ　
仲　
間　
と　
の　
人　
間　
関　
係　
を　
深　
め　
て　
い　
く　
場　

と　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

「　
読　
む　
会　
」　
を　
続　
け　
て　
い　
く　
中　
で　
、　
全　
国　

各　
地　
に　
偉　
大　
な　
功　
績　
を　
残　
さ　
れ　
て　
い　
る　
先　
生　

の　
足　
跡　
を　
た　
ず　
ね　
て　
み　
よ　
う　
と　
企　
画　
し　
、　
最　

初　
は　
一　
昨　
年　
六　
月　
対　
馬　
を　
訪　
れ　
ま　
し　
た　
。　

昨　
年　
は　
先　
生　
が　
三　
〇　
回　
以　
上　
も　
訪　
ね　
ら　
れ　

た　
と　
言　
わ　
れ　
て　
い　
る　
佐　
渡　
へ　
出　
か　
け　
ま　
し　

た　
。　
と　
は　
言　
え　
最　
初　
は　
佐　
渡　
へ　
の　
予　
備　
知　
識　

は　
な　
く　
不　
安　
を　
感　
じ　
ま　
し　
た　
が　
、　
事　
前　
に　
宮　

本　
先　
生　
の　
奥　
様　
（　
ア　
サ　
子　
さ　
ん　
）　
に　
佐　
渡　
の　

知　
人　
を　
紹　
介　
し　
て　
い　
た　
だ　
い　
た　
り　
、　
佐　
渡　
に　

お　
詳　
し　
い　
真　
島　
俊　
一　
先　
生　
（　
Ｔ　
Ｅ　
Ｍ　
研　
究　
所　
）　

や　
佐　
田　
尾　
信　
作　
記　
者　
（　
中　
国　
新　
聞　
社　
）　
か　
ら　
、　

多　
く　
の　
ア　
ド　
バ　
イ　
ス　
や　
助　
言　
を　
受　
け　
行　
程　
を　

決　
定　
し　
ま　
し　
た　
。　
紹　
介　
さ　
れ　
た　
宿　
根　
木　
の　
称　

光　
寺　
の　
林　
道　
夫　
住　
職　
を　
訪　
ね　
て　
行　
く　
こ　
と　
に　

し　
て　
昨　
年　
（　
平　
成　
十　
六　
年　
）　
五　
月　
二　
五　
日　
、　

佐　
渡　
へ　
の　
旅　
に　
出　
発　
し　
ま　
し　
た　
。　
林　
道　
夫　
さ　

ん　
と　
は　
初　
め　
て　
の　
出　
会　
い　
で　
し　
た　
が　
本　
当　
に　

気　
さ　
く　
な　
方　
で　
、　
い　
ろ　
い　
ろ　
と　
話　
し　
合　
い　
な　

が　
ら　
「　
宮　
本　
先　
生　
ゆ　
か　
り　
の　
地　
」　
を　
案　
内　
し　

て　
い　
た　
だ　
き　
ま　
し　
た　
。　

宮　
本　
先　
生　
の　
ア　
ド　
バ　
イ　
ス　
を　
受　
け　
て　
、　
品　

種　
改　
良　
が　
繰　
り　
返　
さ　
れ　
て　
、　
今　
で　
は　
佐　
渡　
特　

産　
の　
「　
お　
け　
さ　
柿　
」　
と　
な　
っ　
て　
い　
る　
柿　
畑　
を　

案　
内　
し　
て　
頂　
き　
ま　
し　
た　
。　
広　
々　
と　
し　
た　
畑　
に　

整　
然　
と　
多　
く　
の　
柿　
の　
木　
が　
植　
え　
ら　
れ　
、　
柿　
の　

団　
地　
が　
出　
来　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　
形　
の　
整　
っ　
た　

木　
々　
、　
管　
理　
の　
行　
き　
届　
い　
た　
畑　
な　
ど　
を　
見　
学　

し　
感　
動　
さ　
せ　
ら　
れ　
ま　
し　
た　
。　
季　
節　
柄　
果　
実　
は　

つ　
け　
て　
い　
ま　
せ　
ん　
で　
し　
た　
が　
、　
耕　
作　
者　
の　
青　

木　
さ　
ん　
か　
ら　
柿　
づ　
く　
り　
の　
苦　
労　
を　
聞　
か　
せ　
て　

い　
た　
だ　
き　
ま　
し　
た　
。　
剪　
定　
、　
数　
回　
の　
消　
毒　
、　

摘　
果　
な　
ど　
一　
年　
間　
ほ　
と　
ん　
ど　
休　
む　
暇　
も　
な　
い　

労　
働　
の　
連　
続　
と　
か　
、　
大　
島　
の　
ミ　
カ　
ン　
づ　
く　
り　

と　
重　
ね　
合　
わ　
せ　
て　
聞　
き　
入　
り　
ま　
し　
た　
。　
こ　
れ　

か　
ら　
は　
高　
齢　
化　
に　
よ　
る　
作　
業　
の　
継　
続　
の　
難　
し　

さ　
、　
後　
継　
者　
問　
題　
な　
ど　
の　
課　
題　
が　
多　
い　
と　
の　

話　
で　
し　
た　
。　

小　
木　
町　
で　
は　
全　
員　
で　
タ　
ラ　
イ　
舟　
を　
楽　
し　

み　
、　
温　
泉　
に　
入　
浴　
後　
に　
林　
さ　
ん　
の　
お　
手　
配　
で　

民　
宿　
、　
琴　
浦　
ダ　
イ　
ビ　
ン　
グ　
セ　
ン　
タ　
ー　
（　
女　
性　
）　

と　
宿　
根　
木　
ア　
ト　
リ　
エ　
ハ　
ウ　
ス　
（　
男　
性　
）　
に　
分　

宿　
し　
て　
休　
み　
ま　
し　
た　
。　
特　
に　
男　
性　
の　
宿　
泊　
し　

た　
と　
こ　
ろ　
は　
、　
管　
理　
人　
も　
い　
な　
い　
古　
い　
建　
物　

で　
、　
ど　
の　
部　
屋　
で　
休　
ん　
で　
も　
Ｏ　
Ｋ　
と　
い　
っ　
た　

具　
合　
、　
こ　
こ　
で　
の　
一　
夜　
は　
普　
通　
の　
ホ　
テ　
ル　
で　

は　
味　
わ　
え　
な　
い　
よ　
う　
な　
笑　
い　
話　
を　
体　
験　
し　
ま　

し　
た　
。　
今　
も　
語　
り　
草　
と　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　

夜　
は　
宿　
泊　
所　
近　
く　
の　
集　
会　
所　
で　
先　
生　
と　
関　

わ　
り　
を　
持　
た　
れ　
た　
佐　
渡　
の　
人　
達　
約　
十　
余　
名　
と　

『　
粗　
食　
の　
す　
す　
め　
』　
等　
の　
作　
家　
、　
幕　
内　
秀　
夫　

先　
生　
も　
加　
わ　
っ　
て　
の　
交　
流　
会　
を　
持　
ち　
ま　
し　

た　
。　
料　
理　
は　
地　
域　
の　
ご　
婦　
人　
方　
の　
手　
づ　
く　
り　

に　
よ　
る　
郷　
土　
料　
理　
、　
男　
性　
が　
持　
ち　
寄　
っ　
て　
く　

れ　
た　
限　
定　
の　
銘　
酒　
、　
こ　
ち　
ら　
は　
御　
馳　
走　
に　
な　

る　
ば　
か　
り　
で　
し　
た　
。　
語　
り　
合　
う　
う　
ち　
に　
佐　
渡　

の　
皆　
さ　
ん　
の　
楽　
器　
に　
合　
わ　
せ　
て　
、　「　
佐　
渡　
お　

け　
さ　
」　
を　
歌　
っ　
た　
り　
踊　
っ　
た　
り　
し　
ま　
し　
た　
。　

楽　
し　
さ　
の　
あ　
ま　
り　
時　
間　
の　
た　
つ　
の　
も　
忘　
れ　
る　

ほ　
ど　
で　
し　
た　
。　

二　
日　
目　
は　
宮　
本　
先　
生　
の　
お　
声　
掛　
か　
り　
で　
集　

め　
ら　
れ　
た　
多　
く　
の　
民　
具　
が　
保　
管　
・　
管　
理　
さ　
れ　

て　
い　
る　
民　
俗　
博　
物　
館　
を　
訪　
ね　
て　
い　
き　
ま　
し　

た　
。　
博　
物　
館　
と　
い　
っ　
て　
も　
古　
い　
校　
舎　
を　
利　
用　

し　
た　
も　
の　
で　
し　
た　
が　
、　
そ　
こ　
に　
あ　
る　
民　
具　
が　

見　
事　
に　
分　
類　
・　
整　
理　
さ　
れ　
て　
お　
り　
、　
私　
達　
の　

町　
で　
も　
多　
く　
の　
学　
ぶ　
べ　
き　
も　
の　
が　
あ　
る　
よ　
う　

に　
思　
い　
ま　
し　
た　
。　
続　
い　
て　
保　
存　
庫　
も　
見　
学　
し　
、　
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交流会での楽しいひとコマ

佐
渡
国
小
木
民
俗
博
物
館

柿

団

地

民
宿
と
交
流
会


